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皆様、新年明けましておめでとうございます。
日頃より三河港湾事務所が実施しております事業に対し御理解と御協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。
私事ではございますが、１月１日付で、国土交通省港湾局に異動となりました。１年

９ヶ月という短い間でしたが、三河港・衣浦港の機能強化及び防災力向上に向けた事業を、
皆様の御理解と御協力をいただき着実に進めて参ることが出来ました。改めて御礼を申し
上げます。

立場は変わりますが、今後も、愛知県の港湾の応援団として、その発展のお手伝いをさ
せていただきたいと思います。

今後とも、三河港湾事務所をよろしくお願い申し上げます。

愛知県には日本を支える自動車関連企業が集積しています。なかでも、愛知
県の東三河地方に位置する三河港では、完成自動車の輸出入が盛んに行われて
います。

輸入に関しては、日本のほぼ中央である立地条件を活かし、約19万台（平
成29年）を輸入し、25年連続で全国１位（輸入台数・輸入金額）を記録して
います。輸出に関しても、約93万台（平成29年）で全国2位（輸入台数・輸
入金額）を記録し、非常に多くの自動車を国外市場へ届けています。

三河港湾事務所では、昨今進んでいる船舶の大型化や完成自動車等の輸出入
の増加に対応するため、新たな荷役岸壁の整備を実施しており、昨年6月に完
成しました。

神野地区の自動車保管場の様子

前所長 平澤 興

新所長 山口 隼人

新年あけましておめでとうございます。そして、初めまして、1月1日付で異動してまい
りました、山口隼人と申します。私は、前職ではインフラ老朽化対策や津波対策、またこ
れまでに港湾業務のほか農林水産物輸出、共同輸配送促進等の物流政策等の業務に従事し
てきました。これから、どうぞよろしくお願いいたします。

日頃より三河港湾事務所の取り組みに御理解、御協力を賜り、誠にありがとうございま
す。事務所一丸となり、地域の皆様と協働し、三河港・衣浦港を中心とし、地域を盛り上
げていき、笑顔を増やせるよう、頑張っていきたいと思います。

今後も引き続き、三河港湾事務所をよろしくお願いいたします。

また当事務所は、港湾施設の整備のみなら
ず、地元住民の方々が主催される海岸清掃活
動や、港内での環境教室などのイベントにも
参加・協力しております。今後も背後地域の
益々の発展に貢献できるよう事業を進めて参
ります。

昨年6月に完成した神野地区7-4号岸壁 海岸清掃活動の様子



三河港湾ギャラリー

作品No.59 初日の出
―田原市赤羽根町太平洋ロングビーチにて―

平成30年11月11日（日）に平成30年度牟呂校区・小学校・中学校合同防災訓練
の一環として、防災に関する授業を行いました。

当日は、小学6年生120名を対象に、当事務所職員の長田が講師となり、地震災害
を学んでいただきました。授業では、パワーポイントを利用した説明及び実験模型に
より、“津波”“液状化”とはどのようなものなのか、また災害が起こったときに、
自分たちがどのような行動をするべきなのか、体験を通して学習していただきました。

生徒からは、「実験により津波・液状化を見ることができ、地震災害の怖さを知る
ことが出来た」といった声がありました。
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全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp/

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00
(土・日・祝祭日を除く)

※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

平成30年11月15日（木）・16（金）に、JICA（独立行政法人国際協力機構）が実施している「港湾物流効
率化（アフリカ地域）研修」で来日しているアフリカ地域の13カ国、計18名の研修員が三河港・名古屋港を視察
されました。

三河港では、ポートインフォメーションセンター「カモメリア」にて、展望室より三河港を見学いただくととも
に、三河港の取扱貨物や立地企業、当事務所における取組等を紹介させていただきました。その後、ボルボ・
カー・ジャパン㈱豊橋VDC様にご協力いただき、三河港で陸揚げされた国外メーカーの自動車がVDC(新車整備セ
ンター)にて、整備・補修・検査され、全国に出荷される工程を見学いただきました。

本校区は、地震発生時に津波と液状化の危険性
が高いことから、改めてこれらの災害が危険であ
ることを理解していただき、防災意識の向上につ
なげられたのではないかと思います。

研修員の方々は、貨物の取扱状況や施設の運
用形態、新車整備センターの成り立ちなどに関
心を持たれ、自国の港をより良いものにしよう
とする熱心さが伝わってきました。

講義の様子

VDC前にて集合写真カモメリア展望室にて
見学の様子

模型実験の様子
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